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お問合せ先：訪問看護ステーション絆（金澤）7(/：�������‐����
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ᇹ 14ׅ 訪問看護研究発表会

≪プログラム≫

����� 開会あいさつ

����� シンポジウム

「男性家族介護者の介護負担感軽減と虐待防止支援について考える」

佛教大学 保健医療技術学部看護学科・教授 植村 小夜子氏 他 �名

��：�� 前半の部 座長 柴崎 美登子（洛和会訪問看護ステーション壬生）

�．一人歩きする独居認知症高齢者が住み慣れた地域で生活するための訪問看護の働きかけ

板野 綾佳 （結ノ歩訪問看護ステーション）

�．２型糖尿病 $氏の心理的要因の分析 ～自己管理に影響する因子～

石崎 真紀 ・ 下工垣 陽子 （訪問看護ステーションゆたかの）

�．訪問看護ステーションにおける災害時要援護者に対する防災準備の現状と課題の認識

～要援護者の避難シミュレーションを実施して～ 田中 美樹（ステーションイルカ）

�．サービス提供を拒否する利用者との関わり ～,&) を活用した �事例の振り返り～

岡部 千晴（済生会訪問看護ステーション）

��：�� 質疑応答

��：�� 後半の部 座長 小林 菜穂子（訪問看護ステーションどんぐり）

�．人間対人間の看護である補完代替医療としてのアロマセラピー

田中 陽子（ふじた医院訪問看護ステーションプラム）

�．家族の声からターミナルケアを考える

森 伸子（おもいやり訪問看護ステーション）

�．独居者の「最期の時も自宅で」という希望を叶えるための効果的な支援要素の考察

～�名の看取りケアを振り返って～

辻 理絵（緩和ケア訪問看護ステーション架け橋）

��：�� 質疑応答

��：�� 講 評 佛教大学 保健医療技術学部看護学科・教授 植村 小夜子氏

��：�� 訪問看護ステーションの実習を終えて ～在宅実習での学び・感想～

看護学生 �名 （京都光華女子大学・京都保健衛生専門学校・同志社女子大学・佛教大学）

��：�� 閉会あいさつ

日時：平成 ��年３月２日（土）午後 �� 時～�� 時 �� 分
受付 �� 時 �� 分～ ※荒天により中止になることがあります

場所：佛教大学 二条キャンパス 0����� 教室 ,4 二条駅徒歩 �分


